
- 66 -



明治四十三年(１９１０) 

一月二十三日　本日の大阪毎日新聞にカノヘゴの記及び予の神社合併運動に関する説話出づ。 

一月二十四日　夕、辻一太郎招き来る。写真機とりに帰り後来る。共に神子浜（みこのはま）にゆく。六本鳥居 

の社撮影。 

一月二十五日　辻氏と岡へゆく約束のところ雨につき見合わす。 

一月二十六日　午前十時頃起く。辻一太郎氏に同行をすすめに下女遣わす。風邪にて行けず。 

一月二十七日　昨日より和歌山新報も予の神社合祀反対意見連載。 

一月二十八日　朝八時頃起。　辻氏感冒平治の由ゆえ、午下（ひるすぎ）家を出、同氏を訪い共に横手八幡(写 

真とる)より三栖千法寺、それより岡に出、途中松グミ生たる松の下に予裸にて立ち喫煙する

まま写真。岡の八上王子及中宮写真、それより岩田大坊、松本神社写真（岩田神社）、黄昏（たそ

がれ）なり。朝来入口にて丸（まる）で淡昏（うすぐら）くなる。それより新庄を経帰る。予脚絆

はくを忘れ脚はなはだ痛む。 

 

- 67 -



- 68 -



 

- 69 -



- 70 -



 

岩田地区 
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岡地区 
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